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ページ 章 項番 旧 当該記載内容に対する意見又は質問 修正を要望する場合の修正案と理由 回答 新

1 調達仕様
書

1-3 1.2 表 1-1 用語の定義
項番32．法制度改正等に伴うシステム
改修/刷新

記載されている改修案件は本調達の契約期間以前の案件と考えます。現時点で、本調
達の契約期間内に実施予定の改修案件をご提示願います。

ご指摘の通り、項番32は削除します。
契約期間内に実施予定の改修案件について
は、受託後にお示しします。

項番32削除
それに伴い項番33以降の番号を1つずつ繰
り上げ

2 調達仕様
書

1-7 1.5.2 図1-3．協会システム全体構成 表 1-1 用語の定義の項番2．健康保険システムには「コミュニケーションツール」が
含まれておりますが、「協会システム全体構成」には含まれていない記載となってお
ります。対象範囲を明確にしていただきたく、図の修正をお願いいたします。

調達範囲の明確化のため。 ご意見に沿って範囲に含めるように図を修正
します。

「図1-3．協会システム全体構成」の「健
康保険システム」の範囲内に「コミュニ
ケーションツール」を含めるよう図を修
正

6 調達仕様
書

1-8 1.7 表1-4 作業スケジュール ・運用テスト・運用準備は令和4年9月～12月の4か月、次期事業者への引継ぎが令和6
年3月の1か月とあります。次期事業者への引継ぎが１か月と短期間であると思慮しま
すが、期間について再検討いただけないでしょうか。

ご意見を受けて、令和6年の1月から3月を引継
ぎ期間とするよう修正します。

「表1-4 作業スケジュール」の次期事業
者への引継ぎを令和6年1月〜3月となるよ
う修正

9 調達仕様
書

2-1 2.1 表2-1　関連調達案件一覧
項番12．次期システムに係るシステム
運用業務の委託

表1.4 作業スケジュールでは令和4年9月より「運用テスト・運用準備」と記載されて
おりますが、表2-1 関連調達案件一覧の「次期システムに係るシステム運用業務の委
託」の調達実施時期は「令和4年9月ごろ」と記載されております。
具体的な「運用テスト・運用準備」作業の開始時期と調達実施時期をご提示頂くか、
記載の修正をお願いいたします。

スケジュールの明確化のため。 表2-1 関連調達案件一覧の「次期システムに
係るシステム運用業務の委託」の調達実施時
期を「令和4年8月ごろ」に修正します。

「表2-1 関連調達案件一覧」の「次期シ
ステムに係るヘルプデスク業務の委託」
および「次期システムに係るシステム運
用業務の委託」の調達実施時期を「令和4
年8月ごろ」に修正

14 調達仕様
書

4-1 4 表4-1 本業務の委託範囲 アプリケーション運用業務に含まれるアプリケーションの運用としてのポータル・コ
ミュニケーションツールについて、作業内容をお示しください。

本業務の委託範囲を正しく理解するため。 ご意見を踏まえ、本調達仕様書の別紙に追記
して示します。

「別紙1_別紙1 システム運用作業一覧」
に追記

15 調達仕様
書

4-1 4 表4-1 本業務の委託範囲 「LAN端末」がアプリケーション運用業務の対象にのみ記載され、システム基盤運用
業務の対象に記載されていません。LAN端末の特性上、システム基盤運用業務も必要
と思料いたしますので、追記をお願いいたします。

本業務の委託範囲を正しく理解するため。 ご意見に沿って修正します。 「表4-1 本業務の委託範囲」の「システ
ム基盤運用業務」に「LAN端末」を追加

16 調達仕様
書

4-1 4 表4-1 本業務の委託範囲 アプリケーション運用業務に含まれるプリンターについて、アプリケーションの運用
としての作業内容をお示しください。

本業務の委託範囲を正しく理解するため。 現時点では設計・構築中であるためご提示出
来ませんが、サービスイン後に運用作業とし
て引継ぎがある可能性がございますのでご留
意ください。

6月以降に実施を予定している運用設計に
て確定した情報に基づき、「別紙1_シス
テム運用作業一覧」に追記を予定

19 調達仕様
書

4-1 4 表4-1 本業務の委託範囲 アプリケーション運用業務及びシステム基盤運用業務に含まれる、情報系システムに
ついて作業内容をお示しください。

本業務の委託範囲を正しく理解するため。 ご意見を踏まえ、本調達仕様書の別紙に追記
して示します。

「別紙1_別紙1 システム運用作業一覧」
に追記

24 調達仕様
書

4-2 4.1.3 (3) 受託者は、運用業務を実施するにあ
たっては、協会及び工程管理支援等事
業者が提供する運用支援ツールを使用
することとし、システム基盤事業者か
ら引き継ぐ運用マニュアル等に沿って
業務を実施すること

「引き継ぐ運用マニュアル等に沿って業務を実施すること」とあるが、第4章では
「運用準備」に関する調達仕様と認識している。運用準備工程においても、業務の実
施が必要となるように誤読されることがあると思われます。

(3)受託者は、運用業務を実施するにあたって
は、協会及び工程管理支援等事業者が提供する運
用支援ツールを使用することとし、システム基盤
事業者から引き継ぐ運用マニュアル等に沿って業
務を実施するための引継ぎ及びマニュアル作成業
務を実施すること

調達範囲を明確化するため。

ご意見を踏まえ、修正案としていただいた内
容を参考として修正します。

「4.1.3(3)受託者は、運用業務を実施す
るにあたっては、協会及び工程管理支援
等事業者が提供する運用支援ツールを使
用することとし、システム基盤事業者か
ら引き継ぐ運用マニュアル等に沿って業
務を実施するための引継ぎ及びマニュア
ル作成業務を実施すること」に修正

28 調達仕様
書

4-2 4.1.4 (1) 受託者は、AP設計開発事業者及び基盤
設計開発事業者が作成するシステム運
用テスト計画書 (案)に基づき、システ
ム運用テスト仕様書兼報告書を作成の
上、システム運用テストを実施 し、機
器設定や運用手順に誤 りがないことを
確認すること。

「システム運用テスト計画書(案)」は、「別紙2 各工程の成果物及び関係者との役割
分担」の項番192,193で指す資料の認識でよろしいでしょうか。
その場合、資料名が不一致、かつ運用事業者が役務の主となっており、「AP設計開発
事業者及び基盤設計開発事業者が作成する」と記載されている内容と差異がございま
す。対象事業者を明確にしていただけますでしょうか。

システム運用テスト計画書（案）は各事業者
が作成し、本業務の受託事業者はそれを基に
システム運用テスト仕様書兼報告書を作成す
ることを想定していますので、調達仕様書の
内容にしたがって別紙2の内容を修正します。
また、調達仕様書と別紙の資料名称を統一す
るよう修正します。

「別紙2　各工程の成果物及び関係者との
役割分担」の項番192「運用テスト計画書
（案）」及び項番196「運用テスト仕様書
（案）」の運用事業者の役割は「協」に
修正。
成果物名称も調達仕様書の成果物に合わ
せて修正。
また、別紙2に「システム運用テスト仕様
書兼報告書」を追記。

「システム運用業務一式」調達仕様書等新旧表
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29 調達仕様
書

4-2 4.1.4 (2) システム運用テスト仕様書の作成及び
システム運用テストの実施業務

「受託者は・・・運用手順や運用マニュアル等に不備を発見した場合には、ドキュメ
ント内容を改定」と記載がありますが、システム運用テストにおいて発見された、運
用手順や運用マニュアルの不備については、運用設計した事業者にて修正をお願いし
ます。
システム運用事業者としては、システム運用テストで合格したドキュメント類を引き
継ぐものと認識しています。

本業務の委託範囲を正しく理解するため、
本項目については削除願います。

システム運用テスト期間に発見された引継ぎ
対象ドキュメント（運用手順や運用マニュア
ル）の不備は当該ドキュメント作成事業者に
て修正するため、記載を修正します。

「4.1.4(2)受託者はシステム運用テスト
において、受託者が作成したドキュメン
ト等に不備を発覚した場合には、ドキュ
メント内容を改定し、協会の承認を得る
こと。」に修正

34 調達仕様
書

4-3 4.2 また、本業務を遂行するに当たり、協
会にて準備する什器や機器以外に必要
な機材がある場合は、受託者において
準備すること。なお、協会が準備する
端末以外に使用する端末等（受託者が
連絡のためにメール等の送受信を行う
用途）については、セキュリティ要件
に準拠した端末を受託者にて準備する
こと。

情報系クラウドの運用監視業務において、クラウドサービスの管理コンソールに接続
するために以下環境が必要となり、これらは運用事業者にて用意頂くと認識しており
ますため、情報を追記いただくことは可能でしょうか。
・インターネット接続サービス(モバイルルータ/光回線)※セキュリティ設計上、固
定IPの必要あり
・端末 (収集したログ等を提出するために媒体書き出し可能であること)
・HWトークン(セキュリティ設計上、MFAを使用するため)

運用事業者にて準備する可能性があるものを認識
しやすくするため、””部分について、追記をご
検討頂けますでしょうか。

「また、本業務を遂行するに当たり、協会にて準
備する什器や機器以外に必要な機材”（端末、NW
機器、回線、HWトークン等）”がある場合は、受
託者において準備すること。」

ご意見を踏まえ、修正案としていただいた内
容を参考として修正します。

「4.2また、本業務を遂行するに当たり、
協会にて準備する什器や機器以外に必要
な機材”（端末、NW機器、回線、HWトー
クン等）”がある場合は、受託者におい
て準備すること。」に修正

35 調達仕様
書

4-3 4.2 定常時運用業務
協会システムにおける基盤運用、アプ
リケーション運用及びセキュ リティ統
括業務に係る業務の詳細については、
『別紙1.システム運用作業一覧』を参
照すること

「表4-1本業務の委託範囲」に記載されている業務及び情報システムに対し、作業項
目が不足していると思われます。
現時点で想定される全作業内容を、システム単位で記載願います。

ご意見を踏まえ、本調達仕様書の別紙に追記
して示します。

「別紙1_別紙1 システム運用作業一覧」
に追記

39 調達仕様
書

4-3 4.2.1 (4) 定常時アプリケーション運用業務及び
基盤運用業務

「受託者は、システムの異常メッセージを検知した場合・・・メールにて情報連携す
ること。」とありますが、緊急時には電話あるいは対面での情報連携が必要と思いま
すので、記載の見直しをお願いいたします。

本業務の委託範囲を正しく理解するため、
下記内容に修正願います。
「なお、緊急時には、電話または対面といった
メール以外の手段で情報連携を行うこと。」

ご意見を踏まえ、修正案としていただいた内
容を参考として修正します。

「4.2.1(4)〜メールにて情報連携するこ
と。なお、緊急時には、電話または対面
といったメール以外の手段で情報連携を
行うこと。」に修正

40 調達仕様
書

4-3 4.2.2 (2) セキュリティ統括業務 「協会システムへのセキュリティ監視」には、外部SOCを活用し、セキュリティアナ
リストによる分析および最新の脅威情報を加味したチューニング等を含む、24時間
365日のセキュリティ監視・管理が不可欠と理解しています。
IDS・IPSにおいては、24時間365日の監視に加え、最新の脅威情報に対応するシグネ
チャーの適用、過検知対応のためのチューニング・見直しが運用上、必要と考えま
す。
また、ログ相関分析においても、24時間365日の監視に加え、セキュリティアナリス
トによる相関分析結果の判断、最新の脅威情報や監視状況に応じた相関分析ルールの
チューニングが運用上、必要と考えます。
これらの外部SOCから提供される機能と合わせて、協会システムに必要なセキュリ
ティ水準が維持されるものと認識しています。セキュリティ監視・管理のための外部
SOCについては、本調達の範囲内で提供する必要があるとの理解でよろしいでしょう
か。

本業務の委託範囲を正しく理解するため、
下記内容を追記願います。
「協会システムで採用しているセキュリティ製品
に対応可能な外部事業者サービスを利用し、協会
システムにおけるセキュリティ・オペレーショ
ン・センターとしてセキュリティ運用監視を行う
こと。」

別途調達したインターネットシステム導入事
業者の範囲となります。本調達の範囲を整理
するため一部記載を追記いたします。

「別途調達した外部事業者サービスにお
いてセキュリティ監視やセキュリティア
ナリストによる分析および最新の脅威情
報を加味したチューニング等が実施され
る想定である。受託者は、適宜、連携さ
れる内容を基に協会システムにおけるセ
キュリティ・オペレーションセンターと
してのセキュリティ運用監視を行うこ
と。」を追記

44 調達仕様
書

4-5 4.3 (6) 障害・インシデント発生時及び大規模
災害等の発災時対応業務

「なお、設計工程以降においても・・・」とありますが、本調達には該当する工程は
無いと認識しておりますので、ご要求内容を再度確認お願いいたします。

本業務の委託範囲を正しく理解するため。 「設計工程以降も引き続き」の文言は削除し
ます。

「4.3(6)〜協会のBCPに基づき運用業務を
実施すること。」に修正（なお書き以降
削除）

48 調達仕様
書

4-6 4.4.1 (3) (3)その他引継ぎ作業
当該機能のリリース前に、関連するド
キュメント類についてAP保守事業者よ
り引継ぎを受け、運用作業を実施する
こと。

当該機能のリリース前に関連するドキュメント類をAP保守事業者から引き継ぐことと
ありますが、現運用では当該機能のリリース前ではなく、該当運用作業前までに引継
ぎを実施する場合もあると認識しておりますため、追記いただくことは可能でしょう
か。

以下の””部分について、追記をご検討頂けます
でしょうか。

「当該機能のリリース前”もしくは該当運用作業
前”に、関連するドキュメント類についてAP保守
事業者より引継ぎを受け、運用作業を実施するこ
と。」

ご意見を踏まえ、修正案としていただいた内
容を参考として修正します。

「4.4.1(3)当該機能のリリース前もしく
は該当運用作業前に、関連するドキュメ
ント類についてAP保守事業者より引継ぎ
を受け、運用作業を実施すること。」に
修正

54 調達仕様
書

4-8 4.9 表4‐3 納入成果物一覧 「表 4-3 納入成果物一覧」に示されております成果物と、別紙2 「各工程の成果物
及び関係者との役割分担」に記される作業の成果物との整合性が不明確でございま
す。作業に対する成果物の明確化をお願いいたします。

ご意見を踏まえ、成果物名称を統一するよう
修正いたします。

「別紙2 各工程の成果物及び関係者との
役割分担」に追記
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57 調達仕様
書

5-11 5.1 プロジェクト全体の作業体制及び受託
者の作業体制を「図5-1 本システムに
おける構築作業体制図」に示す。な
お、各事業者の役割分担については
「別紙2,関係事業者の役割分担」に示
す。

別紙2は「各工程の成果物及び関係者との役割分担」の認識でよろしいでしょうか。 プロジェクト全体の作業体制及び受託者の作業体
制を「図5-1 本システムにおける構築作業体制
図」に示す。なお、各事業者の役割分担について
は「別紙2各工程の成果物及び関係者との役割分
担」に示す。

誤記のため。

ご意見を踏まえ、修正案としていただいた内
容を参考として修正します。

「5.1プロジェクト全体の作業体制及び受
託者の作業体制を「図5-1 本システムに
おける構築作業体制図」に示す。なお、
各事業者の役割分担については「別紙2各
工程の成果物及び関係者との役割分担」
に示す。」に修正

58 調達仕様
書

5-2 5.3 (6) (6)事業者が閲覧できる資料一覧
　閲覧に供する資料の例を次に示す。
①遵守すべき独自の規定額
②全国健康保険協会情報セキュリティ
規定
③過去の検討資料
④現行システムの設計資料、報告書
等

現行システムと次期システムで本調達の委託範囲に違いが見られますが、本調達で新
しく加わる業務内容がわかる資料を閲覧できますでしょうか。
例えば、情報系システムは現行システムと比較して業務内容に差異があると推察いた
します。

ご意見を踏まえ、本調達仕様書の別紙に追記
して示します。

「別紙1_システム運用作業一覧」に追記

60 調達仕様
書

別紙1 シス
テム運用作
業一覧

1～65 システム運用作業一覧 システム運用作業一覧に記載の内容は現行システムの作業だけであり、情報系システ
ムなど次期システムに関連する作業が記載されていない認識です。
次期システムに関連する作業をご提示願います。

ご意見を踏まえ、本調達仕様書の別紙に追記
して示します。

「別紙1_システム運用作業一覧」に追記

62 調達仕様
書

別紙1 シス
テム運用作
業一覧

48～54 アプリケーション運用業務
オペレーション作業

現行のマイナンバー管理システム アプリケーション運用保守事業者にて実施してい
る、アプリケーション運用業務は、「マイナンバー管理システム アプリケーション
運用保守業務一式 調達仕様書」の「別紙4_マイナンバー管理システムアプリケー
ション運用保守作業一覧」に記載されていると理解しており、本調達の別紙１「シス
テム運用作業一覧」項48～54と差異がございます。
「別紙4_マイナンバー管理システムアプリケーション運用保守作業一覧」に記載され
ているアプリケーション運用作業を実施する場合、資料の修正をお願いいたします。

調達範囲の明確化のため。 ご意見を踏まえ、本調達仕様書の別紙の記載
内容を修正します。また、本調達仕様書の本
紙への追記をするかも検討いたします。

「別紙1_システム運用作業一覧」に追記

63 調達仕様
書

別紙1 シス
テム運用作
業一覧

50～54 ・「（参考）現行事業者実施回数・頻
度」欄
AP保守事業等、関連事業者からの依頼
に基づき作業を実施

「オペレーション作業」には、AP保守事業者等、関連事業者からの依頼に基づき作業
を実施とありますが、貴協会からの依頼も作業範囲に含まれる認識でよろしいでしょ
うか。

左記の認識通りである場合、以下の””部分につ
いて、追記をご検討頂けますでしょうか。

「”協会”、AP保守事業等、関連事業者からの依
頼に基づき作業を実施」

ご意見を踏まえ、修正案としていただいた内
容を参考として修正します。

「協会、AP保守事業等、関連事業者から
の依頼に基づき作業を実施」に修正

65 委託要領 2 1 1.業務委託の概要
本業務委託は、協会の加入者による
サービス利用及び協会職員の業務遂行
のために、協会システムが提供する
サービスが正常かつ継続的に行われる
ように、協会システムのシステム運用
業務(アプリケーション運用業務及び基
盤運用業務)、セキュリティ関連業務及
び拠点管理業務を委託するものであ
る。詳細は調達仕様書本体を参照する
こと。

調達仕様書本体および別紙1__システム運用作業一覧に「拠点管理業務」の内容が記
載されていないようにお見受けします。現行の「拠点管理業務」は、右記①～⑤を対
応していると認識しております。（別紙_システム運用作業一覧（拠点管理業務）に
て例を記載していますので、ご確認をお願いします）

本公示の際は、「拠点管理業務」の内容を調達仕様書本体および別紙1__システム運
用作業一覧に記載をお願いします。

＜修正案_別紙1__システム運用作業一覧追加＞

【拠点管理業務】

①

[分類]　拠点情報管理

[項目名]　拠点内端末等機器移設

[作業概要]　移設申請に伴い拠点内端末移設による影響確認を実施し、移設後のレイアウト図の変更を行う

[周期]　随時

[(参考)現行事業者実施回数・頻度]　月当たり平均15件程度実施 （繁忙月：上期9月、下期2,3月）

②

[分類]　拠点情報管理

[項目名]　ビル移転・フロア変更時対応

[作業概要]　移設申請に伴い拠点内端末移設による影響確認を実施し、移設準備、移設後の刈り取りと管理資料の更新を行う

[周期]　随時

[(参考)現行事業者実施回数・頻度]　月当たり1件程度実施

③

[分類]　拠点情報管理

[項目名]　情報管理

[作業概要]　本部/支部50拠点およびデータセンターに設置しているLAN端末事業者が導入した機器のIPアドレス、端末情報、MACア

ドレス等の情報管理を行う

また、拠点端末配置レイアウト図、パッチコード表（LAN配線・機器接続情報）、ラック搭載・電源管理図の管理を行う

[周期]　随時

[(参考)現行事業者実施回数・頻度]　拠点にて作業が発生する度

④

[分類]　拠点情報管理

[項目名]　端末向き先変更の調整、依頼

[作業概要]　端末の移設や使用する職員の変更によりシンクライアント端末の設定情報変更が必要になった場合、本部・支部職員お

よび基盤保守事業者との調整・情報連携を行う

[周期]　随時

[(参考)現行事業者実施回数・頻度]　月当たり2件程度

⑤

[分類]　拠点情報管理

[項目名]　停電申請対応

[作業概要]　停電申請に伴い本部/支部50拠点の計画停電対応時等に拠点ラック内の機器停止/起動の日時調整、作業手順の展開、作

業開始/終了連絡等、安全に計画停電が実施できるよう支援を行う

また、WAN監視抑止申請対応等を行う

[周期]　随時

[(参考)現行事業者実施回数・頻度]　各拠点1回/年程度

＜理由＞

現行システム運用事業者では、上記の対応を行っていると認識しております。調達仕様書本体および「別紙1_システム運用作業一

覧」に記載がありませんが、令和5年1月以降も継続して対応が必要であれば、追記が必要と考えるため。

委託要領に記載のある「拠点管理業務」の記
載は削除いたします。

「1.業務委託の概要
本業務委託は、協会の加入者によるサー
ビス利用及び協会職員の業務遂行のため
に、協会システムが提供するサービスが
正常かつ継続的に行われるように、協会
システムのシステム運用業務(アプリケー
ション運用業務及び基盤運用業務)及びセ
キュリティ関連業務を委託するものであ
る。詳細は調達仕様書本体を参照するこ
と。」に修正


